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次世代セミナー提言文

クロスゲート懸垂幕

広報・PRの取組

Tone & Manner

　第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会ロゴを使った広
報物やノベルティを作成する際に、ロゴ制作者へ監修を依
頼しました。それにより、デザイン性の高さと、ブラン
ディングの統一を図りました。

トーン＆マナー

１	 主な監修項目
	 ・ 	はまっ子どうし	The	Water	 	

ADB年次総会横浜開催支援ボトル(76ページ参照)
	 ・ のぼり旗(96ページ参照)
	 ・ 屋外装飾関係
	 ・ みなとみらい線一日乗車券(85ページ参照)
	 ・ 次世代育成セミナーの提言文(ADBに提出)など

２	 監修者
	 氏名：小山　飛鳥(こやま　あすか)
　＜プロフィール＞
	 在住：神奈川県横浜市
	 生年：1981年
	 職業：デザイナー
	 	　2009年アスカコヤマックス株式会社を立ち上げ、

横浜を拠点に、デザイン・映像編集・企画・ディスプ
レイなど、様々な分野のデザインを手がけている。

　＜代表作＞
	 デザイン
	 【よこはまプレミアム商品券】
	 【横浜マラソン2015ポスター＆バナー】など
	 ムービー
	 【横浜市観光PRムービー	/	One	day	of	YOKOHAMA】など

＊内容
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広報・PRの取組

List of Press Release and Information Provision

記者発表及び情報提供一覧

　平成27年5月の第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会横浜開催決定から、平成29年6月までに、39件の発表を行い
ました。

種　　別 日付 タイトル

記者発表 平成27年5月4日 第50回アジア開発銀行年次総会の開催都市に決定！

記者発表 平成27年8月5日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催決定記念 中尾総裁による特別講演会を開催します！

情報提供 平成27年8月28日 アジア開発銀行(ADB)中尾武彦総裁が横浜に来訪され林文子横浜市長と会談します

情報提供 平成27年9月11日 アジア開発銀行(ADB)理事団が来浜！林文子横浜市長を訪問します

記者発表 平成27年11月2日 「第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催推進協議会」を設立します！

記者発表 平成28年4月26日 林市長がフランクフルトを訪問します

記者発表 平成28年5月5日 第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会横浜開催のロゴ・テーマ決定！

記者発表 平成28年5月6日 第49回アジア開発銀行年次総会に合わせてドイツ フランクフルト市内学校で文化交流を行いました

記者発表 平成28年5月12日 林市長がフランクフルトを訪問しました

記者発表 平成28年5月31日 「第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催推進協議会」第2回総会を開催します

記者発表 平成28年6月7日 「はまっ子どうし The Water 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催支援ボトル」でPR！

記者発表 平成28年6月9日 株式会社三菱東京UFJ銀行との間で包括連携協定を締結しました

記者発表 平成28年6月9日 株式会社横浜銀行との間で連携協定を締結しました

記者発表 平成28年7月6日 横浜女性ネットワーク会議＆横浜ウーマンビジネスフェスタ開催

記者発表 平成28年7月20日 第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会横浜開催FacebookとTwitterを始めました！

記者発表 平成28年8月19日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催に向けて市内全区で連携事業を行います。

記者発表 平成28年9月1日
第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催記念～第11回全国高校生金融経済クイズ選手権
『エコノミクス甲子園』神奈川大会の参加者募集！～

記者発表 平成28年9月7日
横浜女性ネットワーク会議＆横浜ウーマンビジネスフェスタ～9月12日からシンポジウムへの
参加者の募集を開始します～

記者発表 平成28年9月30日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催連携事業「アジア・アートウィーク」を開催します

記者発表 平成28年10月27日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催ボランティア募集！

記者発表 平成28年11月9日
第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催　リーフレットと関連イベントガイドが完成！
～横浜市立小中学校をはじめ、市内各所で配布～

記者発表 平成28年12月12日
第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催連携事業
「信耕ミミとアジアの仲間たちによるアニメーション作品展」を開催します！

平成27年

平成28年
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種　　別 日付 タイトル

記者発表 平成29年1月11日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催スポンサー企業決定！

記者発表 平成29年1月23日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催ボランティア第1回オリエンテーションを開催！

記者発表 平成29年2月10日 「第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催2017」のウェブサイトの一部改ざんについて

記者発表 平成29年3月1日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催連携事業「藍染めバティックをつくろう」を開催します！

記者発表 平成29年3月7日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催に向けて警戒を強化します！

記者発表 平成29年3月15日
第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催連携事業
「もっと知ろう！アジアのこと、国際貢献のこと」開催！

記者発表 平成29年3月16日 「第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催推進協議会」第3回総会を開催します

記者発表 平成29年4月10日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催ボランティア第2回オリエンテーションを開催！

記者発表 平成29年4月11日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催に伴いテロ対策訓練を実施します

記者発表 平成29年4月25日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜市関連プログラムについて

記者発表 平成29年5月2日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催に向け横浜市警戒本部を設置します

記者発表 平成29年5月3日 第50回アジア開発銀行年次総会開幕を目前に林市長と中尾総裁が更なる連携強化を確認

記者発表 平成29年5月4日 第50回アジア開発銀行年次総会横浜市主催レセプション・VIPテクニカルツアーを実施

記者発表 平成29年5月5日 第50回アジア開発銀行年次総会市内企業の技術力と横浜の魅力を発信中！

記者発表 平成29年5月5日
第50回アジア開発銀行年次総会女性活躍推進セミナー開催
「女性の力でひらくアジアの未来」を横浜から発信！

記者発表 平成29年5月6日
第50回アジア開発銀行年次総会　皇太子殿下御臨席のもと開会式を開催
横浜市企画のスペシャルステージも！次世代育成セミナー、配偶者ツアーも同日開催

記者発表 平成29年6月14日
第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会開催に伴うCO２排出量をカーボン・オフセットしました！
～「はまっ子どうし The Water」ADB開催支援ボトルが大活躍！～

平成29年
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広報・PRの取組

Official Website/Facebook/Twitter of "the 50th Asian Development Bank Annual Meeting"

　第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会の関連情報を周
知するためウェブサイトとSNSを立ち上げました。ウェブ
サイトによる充実した情報提供とSNSによるタイムリー
な発信により、最新情報を多くの人に届けました。

「第50回アジア開発銀行年次総会横浜開催」
公式ウェブサイト・Facebook・Twitter

１	 ウェブサイト
	 	　日本語版と英語版を設置し、年次総会の開催概要を

始め、横浜市内で行う連携イベント情報や最新のト
ピックス等を掲載しました。また、開催直前には英語
版に会場周辺の観光情報やランチ情報などを掲載し、
市内観光を促進しました。

	 開　　　設：平成28年５月５日
	 総ビュー数：644,121(平成29年８月末現在)

２	 SNS(Facebook及びTwitter)
	 	　連携イベントの周知・報告や年次総会開催期間中の

会場内の様子などを発信しました。
	 開　　　設：平成28年７月12日

＊内容
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Welcome Message from Mayor, Promotion Video

ウェルカムメッセージとプロモーション映像

　第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会横浜開催に向け、
林市長のウェルカムメッセージ映像と２本のプロモー
ション映像を作成しました。

１　ウェルカムメッセージ映像
　　	　林市長の開催に向けた意気込みや開催準備状況、横

浜の魅力、参加者の皆さまへの歓迎のメッセージをビ
デオにしてお伝えしました。

　　掲載場所：	ADB公式ウェブサイト、開催国ウェブサイト
　　掲載期間：平成28年９月～平成29年６月まで

２	 第50回ADB年次総会横浜開催に向けたPR映像
	 	　横浜市プロモーションリーフレット「あうたびに、

あたらしい　Find	Your	YOKOHAMA」をコンセプトに
作成しました。

	 放映場所：	第49回ADB年次総会(ドイツ・フランク
フルト)	 	
次回開催国イベント(98ページ参照)等

３	 デジタルサイネージ用PR映像(15秒)
	 	　参加者をお迎えする祝祭感の創出と会議開催の周

知のため、各所モニターにて放映しました。
　　放映場所：横浜駅、横浜銀行、一部区役所等

＊内容

ウェルカムメッセージ映像

第50回ADB年次総会横浜開催に向けたPR映像

デジタルサイネージ用PR映像(15秒)
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広報・PRの取組

Public Relations with Newspapers

新聞広告

　国内外で活動するビジネスパーソンを対象に、「女性活
躍」「国際協力」「都市間協力」の取組を切り口に、アジア開
発銀行(ADB)年次総会横浜開催の意義や意気込み、ADBと
横浜市との関係などを発信し、横浜開催をPRしました。

１	 日本経済新聞(全国版・朝刊)
	 掲 載 日：平成29年３月13日
	 内　　容：
	 	 ・ 	林市長と中尾ADB総裁の紙面対談	 	

	「ADBと横浜市の関係やアジア・太平洋地域に対
する貢献、横浜開催の意義など」

	 	 ・ 全15段モノクロ記事広告
	 発行部数：2,739,000部

２	 日経ビジネス　平成29年４月10日号
	 内　　容：
	 	 ・ 林市長と中尾ADB総裁へのインタビュー
	 	 ・ カラー広告(２頁)
	 発行部数：197,000部

３	 日経電子版ADB	50特設サイト
	 内　　容：
	 	 ・ 	第50回ADB年次総会プレビュー、横浜市とアジ

アとのパートナーシップ等
	 	 ・ 	第50回ＡＤＢ年次総会横浜開催の公式ウェブサ

イトをリンク
	 ページビュー数：16,126回(日本経済新聞社　報告)

４	 週刊東洋経済　平成29年３月27日発売
	 内　　容：
	 	 ・ 	「『女性の力でともにひらく、アジアの未来』のた

めに横浜市が取り組むこと」について林市長へイ
ンタビュー

	 	 ・ カラー広告(３ページ)
	 発行部数：96,000部

＊国内

日本経済新聞朝刊

お問い合わせ

横浜市文化観光局MICE振興課 アジア開発銀行年次総会担当　　tel.045-671-4249　　http://adb2017.city.yokohama.lg.jp/

横浜市の保育所等待機児童数 （出典：横浜市調べ）

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
２
０
１
６
」
で

は
、
日
本
は
１
４
４
カ
国
中
１
１
１

位
と
、
過
去
最
低
の
評
価
と
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
現
状
に
林
氏
は
強
い

危
機
感
を
示
す
。

「
国
会
議
員
に
お
け
る
女
性
の
比
率

は
13
・
１
％
、
地
方
自
治
体
の
首
長

に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
１
・
６
％
に
す

て
、
女
性
の
登
用
や
働
き
方
改
革
を

推
進
し
て
い
る
。

「
組
織
内
外
で
課
題
を
広
く
共
有

し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
地
道
な
取
り

組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
女
性

の
後
押
し
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
語

る
林
氏
は
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
年
次
総
会
で

公
式
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
こ
と
の
目
的

と
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
強
調

す
る
。

「
女
性
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
発
想
が
生
ま
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
興

り
、
社
会
は
活
性
化
し
ま
す
。
ア
ジ

ア
は
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ

て
い
ま
す
が
、
女
性
活
躍
に
関
し
て

は
今
な
お
根
強
い
障
壁
が
残
り
、
多

く
の
女
性
た
ち
は
個
性
や
能
力
を
発

揮
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
女
性

の
活
躍
は
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
に
共
通

し
た
課
題
な
の
で
す
。
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
、
ア
ジ
ア
の
各
界
の
リ
ー
ダ
ー

と
課
題
や
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共

有
し
て
、
多
様
な
立
場
の
参
加
者
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と

は
、
女
性
た
ち
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活

躍
に
つ
な
が
る
一
歩
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
総
力
を
結
集
す
れ
ば
、
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
障
壁
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
を
越
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
女
性
の
活

躍
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

真
に
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
横
浜
か
ら
世
界
へ
、

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
る
。

戦
に
取
り
組
み
、
当
時
、
日
本
最
多

だ
っ
た
１
５
５
２
人
の
待
機
児
童
を

３
年
間
で
ゼ
ロ
に
し
ま
し
た
」

多
様
な
保
育
施
設
の
整
備
・
拡
充

に
加
え
、
保
護
者
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
っ
て
相
談
支
援
を
行
う

「
保
育
・
教
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の

導
入
な
ど
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
の
対
策
を
講
じ
た
取
り
組
み
は

「
横
浜
方
式
」
と
評
価
さ
れ
、
い
ま

や
日
本
中
の
都
市
が
待
機
児
童
ゼ
ロ

に
挑
戦
し
、
働
く
こ
と
を
あ
き
ら
め

て
い
た
女
性
の
希
望
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。一

方
、
国
レ
ベ
ル
で
も
16
年
に
は

「
女
性
活
躍
推
進
法
」
が
全
面
施
行

さ
れ
、
女
性
活
躍
支
援
の
気
運
は
確

実
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
「
ジ
ェ
ン

今
ほ
ど
女
性
の
力
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る

時
代
は
な
い

外
資
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
大
手

流
通
会
社
な
ど
の
代
表
取
締
役
を
歴

任
し
た
後
、
２
０
０
９
年
、
横
浜
市

長
に
就
任
し
た
林
文
子
氏
。
50
年
以

上
男
性
中
心
の
組
織
で
働
き
続
け
、

経
営
者
と
し
て
多
く
の
優
秀
な
女
性

が
子
育
て
な
ど
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を

断
念
す
る
の
を
、
悔
し
い
思
い
で
見

て
き
た
と
い
う
。

「
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
自
分
の
使
命
だ
と
思
い
、

政
治
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
す
。

市
長
就
任
後
、
女
性
が
安
心
し
て
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
真
っ

先
に
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
挑

ぎ
ま
せ
ん
（
横
浜
市
調
べ
）。
人
口
減

少
社
会
に
突
入
し
た
今
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
を
生
み
出
し
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
男

女
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
方
が
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
女
性
が
輝
く
社
会
の
実

現
は
、
男
性
も
輝
き
、
チ
ャ
ン
ス
や

フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
登
用
、
育
成
は
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
の
要
因
に
は
、

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
、
長
時

間
労
働
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
労
働

慣
行
な
ど
が
あ
り
ま
す
」

そ
う
考
え
た
林
氏
は
「
日
本
一
女

性
が
働
き
や
す
い
、
働
き
が
い
の
あ

る
都
市
」
を
目
指
し
、
女
性
が
多
様

な
形
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
市
長
就

任
以
来
、
女
性
の
就
業
・
起
業
を
含

め
た
支
援
に
力
を
注
い
で
い
る
。
働

く
女
性
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
「
横

浜
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
＆
横
浜

ウ
ー
マ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ
」
を
毎

年
開
催
し
、
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
支
援
し
て
き
た
。
さ
ら
に

市
内
経
済
団
体
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

女
性
活
躍
推
進
協
議
会
の
設
置
を
は

じ
め
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
女

性
活
躍
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業

へ
の
公
共
事
業
発
注
の
優
遇
措
置
・

助
成
金
の
交
付
な
ど
の
事
業
を
通
じ

制作・東洋経済企画広告制作チーム

【
横
浜
市
が
目
指
す
「
女
性
の
地
位
向
上
」
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
】

「
女
性
の
力
で
と
も
に
ひ
ら
く
、ア
ジ
ア
の
未
来
」の
た
め
に

横
浜
市
が
取
り
組
む
こ
と
と
は

２
０
１
７
年
５
月
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）年
次
総
会
が
横
浜
市
で
開
か
れ
る
。

期
間
中
に
は
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
横
浜
市
の
共
催
で
公
式
セ
ミ
ナ
ー
「
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
　
活
気
あ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
持
続
可
能
な
ア
ジ
ア
へ
」も
開
催
。

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
行
政
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
す
る
林
文
子
横
浜
市
長
に
聞
い
た
。

〈
横
浜
市
〉

横浜市長

林 文子

上：横浜女性ネットワーク会議＆横浜ウーマンビジネスフェスタ  
交流会

下：横浜女性起業家支援事業（輝く女性起業家プロモーション
ウィークス）大型商業施設でのブース出店

保育・教育コンシェルジュによる相談

東レなどを経て、ホンダの販売店に入社。トップセールスとして活躍。その後、
BMW東京㈱代表取締役社長、㈱ダイエー代表取締役会長兼CEO、日産自動
車㈱執行役員等を歴任。2009年、横浜市初の女性市長となり現在2期目。米
フォーブス誌「世界のパワフルウーマン100」（05、06年）、米フォーチュン
誌「ビジネス界で最強の女性50人（国際部門）」（05、06年）、在日米国商工会
議所（ACCJ）「2014パーソン・オブ・ザ・イヤー」等受賞歴多数。現在、指定都
市市長会会長、内閣府・男女共同参画会議議員、文化庁・文化審議会委員、全
国クルーズ活性化会議会長等を務める。著書に『会いたい人に会いに行きな
さい』（講談社）など
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On May 4 through 7, 2017, Yokohama 
will host the 50th annual meeting 
of the Asian Development Bank 

(ADB). The meeting will be attended by 
some 4,000 representatives from 67 countries 
and regions, including finance ministers 
and central bank governors, private-sector 
financial institution representatives, NGO 
representatives, and the press.

Looking forward to the meeting, Yo-
kohama Mayor Fumiko Hayashi said, “We 
welcome this opportunity to collaborate 
with ADB member countries and regions, 
working together to take a new step for-
ward. With the cooperation of citizens and 
private enterprise, the city of Yokohama is 
proud to support the ADB in its mission.”

Yokohama: a case study  
in urban development

In 1859, when Japan opened its doors to 
the world after more than two centuries 
of isolation, Yokohama was just a small 

village. Today, it is the largest metropolitan 
administrative district in Japan, a thriving 
international city of 3.73 million people 
and the site of headquarters or advanced 
R&D centers for global corporations such 
as Nissan, Apple, and Shiseido.

Like any modern city, Yokohama 
has experienced many of the problems 
associated with rapid population growth, 
ranging from urban sprawl caused by 

disorderly development, to infrastructure 
construction delays and environmental 
problems. But Yokohama has been highly 
successful in addressing five major issues: 
solid waste disposal, a shortage of water 
resources, traffic congestion, pollution, 
and a lack of land for public use.

The city has also undertaken six 
strategic projects to support its growth: 
the Minato Mirai 21 waterfront redevelop-
ment and Kanazawa coastal reclamation 
projects, as well as the construction of 
Kohoku New Town, a high-speed subway 
line, expressways, and the Yokohama Bay 
Bridge. Since these projects were all in-
terlinked, citizens, private companies, and 
the city government worked together to 
ensure their completion. It is this accumu-

lated expertise in urban development and 
infrastructure technology that Yokohama 
actively shares through international ex-
change programs with other cities in Asia.

Public-private partnerships 
for international cooperation 

The city of Yokohama also promotes 
international cooperation through 
a joint public-private sector project 

called Y-PORT (Yokohama Partnership of 
Resources and Technologies). Working 
together with major corporations and local 
businesses that offer unique technologies, 
Y-PORT supports sustainable development 
in countries with rapidly growing urban 
populations.

One example of this is a technical 
cooperation project that Yokohama 
and the city of Cebu, in the Philippines, 
launched in 2012. With the participation 
of companies, academic institutions, and 
international organizations, Yokohama 
contributed urban infrastructure expertise 
to the “Mega Cebu Roadmap 2050” urban 
development action plan. Formulated 
with support from the Japan Internation-
al Cooperation Agency (JICA), this plan 
offers innovative solutions in a wide range 
of areas, including plastic waste-to-fuel 
recycling, septic tank sludge dehydration, 
and portable sand filtration systems to 
conserve and restore water resources in 

remote areas. In addition to Cebu, similar 
projects are also underway in Danang, 
Vietnam, Bangkok, Thailand, and Batam, 
Indonesia.

Yokohama and the ADB: 
working for Asia’s future

Yokohama and the ADB have worked 
together to promote sustainable 
urban development in Asia for many 

years. In 2013, they signed a memoran-
dum of understanding (MoU) to further 
strengthen their relationship, and they 
have shared expertise and ideas through 
seminars and workshops, actively collab-
orating with the private sector. In 2016, 
they renewed the MoU and started a new 
technical assistance project.

Yokohama City also hosts the Asia 
Smart City Conference to promote sustain-
able urban development throughout Asia. 
Attended by mayors, government officials 
and international experts, the conference 
enables participants to meet directly, and 
to maintain an ongoing dialogue as mem-
bers of the Asia Smart City Alliance. Since 
renewing their MoU in 2016, when the 
Fifth Asia Smart City Conference attracted 
representatives from a record 46 cities,  
Yokohama and the ADB have been work-
ing even more closely.

Yokohama is proud of the innovative 
solutions it has found to many urban 
problems, and will continue to work with 
the ADB—sharing expertise and ideas—
to create Asia’s sustainable cities of the 
future.  At the ADB’s upcoming 50th 
annual meeting, the city looks forward to 
strengthening its ties with the organiza-
tion, and providing a venue for meaningful 
discussion. 

PAID ADVERTISEMENT

Building Bridges  
to Prosperity in Asia
How Yokohama City is promoting 
economic growth and sustainable 
urban development in Asia.

ADB exchange program participants 
inspect city waterworks.

Yokohama’s central business district and waterfront have been transformed by the 
internationally acclaimed Minato Mirai 21 urban redevelopment project.

Yokohama has been Japan’s gateway 
to the world for over a century.

Japan’s Top Venue for Meetings & Conventions

Yokohama has a long record of success as a MICE (Meeting, 
Incentive, Convention, and Event) venue. It hosted the 2010 
Asia Pacific Economic Cooperation (APEC) Economic Leaders’ 
Meeting and the Fourth and Fifth Tokyo International Confer-
ence on African Development (TICAD), and its premier con-
vention center, PACIFICO Yokohama, has for over a decade 
been ranked No. 1 in Japan for the number of international 
conferences and attendees it attracts. In 2020, a new fully 
carpeted 7,600m2 multi-purpose hall, 30-room conference 
center, and hotel will open at an adjoining site and be func-
tionally integrated with PACIFICO Yokohama. With world-
class facilities and convenient transportation access for both 
domestic and overseas visitors, Yokohama is not only a great 
venue for meetings and conventions, it also makes it easy to 
enjoy Japan’s culture, cuisine, and natural beauty.

An artist’s rendering of Minato Mirai 21 as it will look 
when the new convention facilities are completed.

© HIDEO MORI

YOKOHAMA 
JAPAN’S FIRST 
PORT OF CALL

As the nation’s first port of call, Yokohama has served 

as a gateway to Japan for centuries. Today, we’re one 

of the country’s most popular destinations, a hub of 

commerce and culture with world-class shopping 

and easy transportation access to historic sites and 

visitor attractions. We also boast Japan’s top-ranked 

convention center, PACIFICO Yokohama, where 

we’ve hosted a number of successful international 

conferences, and will welcome the Asian Develop-

ment Bank for its 50th Annual Meeting of the Board 

of Governors in May 2017. As a venue for major con-

ferences and events—and as a travel destination—

Yokohama connects Japan with the world.

http://adb2017.city.yokohama.lg.jp/en/

The 5,000-seat National 
Convention Hall is luxuriously 
appointed and equipped with 
simultaneous interpreting 
facilities for up to eight 
languages.

Yokohama’s Sankei-en gar-
den showcases 17 historic 
examples of traditional 
Japanese architecture in a 
setting of exquisite natural 
beauty.

Shopping, entertainment, and 
cultural attractions are right 
nearby. When work is done, 
you don’t have to travel far 
to experience the excitement 
of Japan.

PACIFICO Yokohama offers 
all-in-one convenience with 
on-site amenities and world-
class accommodations at the 
InterContinental Yokohama 
Grand.

Photo: mobiile,incPhoto: Manyo-Club

The Wall Street Journal news organization was not involved in the creation of this content.

(AD)

work on infrastructure—such as water and sewage sys-
tems, waste treatment, and installation of energy-saving 
equipment— in Cebu, the Philippines, Danang, Vietnam, 
Bangkok, Thailand, and Batam, Indonesia. For instance, the 
city of Cebu is advancing a project of transforming waste 
plastic into fuel, and the introduction of dewatering devic-
es for septic tank sludge by using the technologies of a  
Yokohama-based company.

In 2013, for the first time as a local government, Yoko-
hama signed a memorandum of understanding (MoU) for 
promoting cooperation with the ADB. In 2016, the city 
renewed the MoU at the ADB Annual Meeting in Frankfurt, 
Germany, so that the closer ties between Yokohama and 
the ADB continue to flourish, and a new technical assis-
tance project is promoted in Asia. In addition, Yokohama 
City holds an annual international conference for sustain-
able urban development, “Asia Smart City Conference” 
by inviting representatives of Asian Cities, international 
organizations and the Japanese Government and has  
incorporated a platform called “Asian Smart City Alliance” 
where the participants of the conference can join the 
discussion to share the knowledge on smart city develop-
ment. These initiatives are promoted as well under 
collaboration with the ADB.

The city of Yokohama will continue international  
cooperation with ADB and Asian cities by sharing the  
experience, knowledge, and technical know-how gained 
through Y-PORT and other projects. Yokohama believes 
the 50th Annual ADB General Meeting will yield meaning-
ful talks, serving to further enhance the city’s relationship 
with the ADB.

ADVERTISEMENT FEATURE

Building Together the Prosperity of Asia

n May 4 to 7, the Japanese city of Yokohama will 
host the 50th Asian Development Bank (ADB 
Annual Meeting. Fumiko Hayashi, the mayor of 
Yokohama, who has had a storied career heading 

up major Japanese companies, including BMW 
Tokyo and Nissan, spoke about the motivations 

behind the meeting. 
“We would like to take a new step in collaboration  

with the ADB member countries and regions, including 
Japan, based on the concept of ‘Building Together the 
Prosperity of Asia,’ she said. “With the cooperation of 
citizens and private enterprises, we fully support the  
gathering as part of the ADB’s goals.”

Yokohama is a cosmopolitan city, and is actively  
promoting various kinds of international technical  
cooperation. This has its roots in the city’s history—  
and the experience gained as Yokohama grew in size.  
In 1859, when Yokohama opened its port after over two 
centuries of the country’s national seclusion policy,  
it was a tiny village of just 100 houses. 

Now, Yokohama is Japan’s second-most populous 
city, with a population of 3.73 million, and it is proud of 
being the largest among the cities that serve as an 
administrative center for the Japanese government’s 
activities. Recently, an increasing number of global 
companies, including Nissan Motor, Apple, and Shiseido, 
have opened headquarters or offices for research and 
development here.

During the process of its expansion, Yokohama  
suffered problems—urban sprawl caused by disorderly 
development, delayed infrastructure construction, and  
environmental issues—linked to the rapidly increasing 
population. The city worked to solve five big issues:  
solid waste disposal, a shortage of water resources, traffic 
congestion, pollution and a lack of land for public use.

Urban development in Yokohama was driven by six  
strategic projects: city center enhancement in the  
waterfront zone, such as Minato Mirai 21; off-Kanazawa 

coastland reclamation; Kohoku New Town construction; 
rapid railway (subway) construction; expressway  
construction; and Bay Bridge construction. Since those 
were not individual projects, but linked to each other,  
citizens, private companies, and the city government 
worked together towards achieving their holistic goals. 
Based on the idea that practical knowledge of urban 
development, including skills and technologies gained 
through experience in these projects, will help the overall 
development of Asian cities where the population is  
rapidly increasing, Yokohama is actively providing  
international technical cooperation.

In collaboration with private companies, Yokohama is 
promoting Y-PORT (Yokohama Partnership of Resources 
and Technologies) project. Together with the large corpo-
rations whose headquarters or business sites are located 
in Yokohama, and the small-to-medium-sized enterprises 
enthusiastic about overseas business expansion or proud 
of their unique technologies, Yokohama is supporting 
sustainable urban development in Asia. That includes 

Yokohama has hosted many important international 
conferences, including the Asia-Pacific Economic 
Cooperation (APEC) Economic leaders’ meeting  
2010 and Fourth and Fifth Tokyo International 
Conference of African Development (TICAD IV and 
V). Preparations for the 50th Annual ADB General 
Meeting are in full swing in Yokohama, particularly 
at the main venue, the PACIFICO Yokohama. 
PACIFICO Yokohama is the city’s premiere MICE 
(Meeting, Incentive travel, Convention and Exhibition 
/Event) space.  Japan National Tourism Organiza-
tion ( JNTO) international conference statistics have 
ranked PACIFICO Yokohama first in Japan for both 
international conferences by facility and total par-
ticipants for over 10 years. Highly accessible both 
from within Japan and abroad, Yokohama offers 
visitors various opportunities to enjoy Japanese 
culture, food and beautiful waterfront scenery that 
make it appealing as a tourist destination.

As MICE will serve as a major economic engine 
for future urban development, in 2020, Yoko- 
hama will welcome new MICE facilities adjacent to 
PACIFICO Yokohama in Minato Mirai 21. Together 
with PACIFICO Yokohama, a new hotel, Japan’s larg-
est multipurpose hall with a 7,600 square meter 
carpeted surface and some 30 rooms of new 
conference space will create an even more 
comprehensive MICE space.

ACIFICO Yokohama  

Premier Venue for MICE

Efforts by the city of Yokohama to actively promote  
international technical cooperation

ADB staff visit the Kawai water purification plant in Yokohama.

Promoting international technical cooperation 

under public-private partnerships

http://adb2017.city.yokohama.lg.jp/en/
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Yokohama grew by solving urban problems.
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広報・PRの取組

"Koho Yokohama"

広報よこはま

　市民の皆様に第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会の
概要及び、横浜市が国際会議の開催支援において特に注力
している次世代育成や国際協力、女性活躍などの取組、関
連イベント等を紹介しました。

＊期日

平成29年３月号(３月１日発行)

●　　　　　　　　平成29（2017）年 3 月号16

アジアの魅力にふれてみよう
5月のアジア開発銀行年次総会開催に向けて、
アジアの食・文化・音楽を体験できるイベント
や、アジアについてもっと知ることのできる
イベントを開催中です。参加してみませんか。

アジア開発銀行 中尾総裁による特別講演会

国際女性デー パネル展示

プラザまつり ～やさしさと感動を
アジアやADBに楽しくふれる一日

ADB×JICA横浜  ～国際協力のミライ
見て、さわって、体験してみよう、国際協力！

ヨコハマトリエンナーレ2017
「島と星座とガラパゴス」講演会

【日時】 3月12日（日）  10時～15時
【会場】 つづきMYプラザ

（都筑区中川中央1-25-1ノースポート・モール）

【日　時】 3月25日（土）  14時～16時15分（13時30分開場）
【会　場】 横浜美術館レクチャーホール（西区みなとみらい3-4-1）
【出　演】 リクリット・ティラヴァーニャ（現代美術家、コロンビア大学芸術学部教授）

今福龍太（文化人類学者・批評家、東京外国語大学大学院教授）
スプツニ子！（現代美術家、マサチューセッツ工科大学メディアラボ助教）

【申　込】 3月24日までにホームページから
（先着順）

【日時】 ３月13日（月）～17日（金）男女共同参画センター横浜南
（南区南太田1-7-20）

３月20日（祝）～24日（金）男女共同参画センター横浜北
（青葉区あざみ野南1-17-3）

３月27日（月）～31日（金）男女共同参画センター横浜
（戸塚区上倉田町435-1）

【企画展示】 3月10日（金）～6月18日（日）　
【ステージイベント】 3月18日（土） 11時～16時
【会場】 JICA横浜国際センター（中区新港2-3-1）

　ADB年次総会のプレイベントとして、最近
のアジアの政治・経済動向、ADBの役割や今後
の取組について中尾武彦総裁が講演します。
また、第二部では、国際協力銀行が海外事業展
開に関する調査について説明します。

　毎年3月8日は、女性の権利と世界平
和を目指す「国際女性デー」として、国
連を中心に世界各国で女性の地位向
上に向けた催しが行われます。ADB
でもジェンダーの平等、女性活躍支援
などについて取り組んでいることか
ら、この国際女性デーにあわせて男女
共同参画センター3館でアジアを中心
とした女性を取り巻く現状などを紹
介するパネル展を開催します。

　ADB加盟国・地域の紹介パネルを用い
た参加型イベントです。つづきMYプラ
ザを利用する高校生世代を含めたボラン
ティアチームを作り、企画制作に取り組
みます。当
日 は こ の
チームが企
画制作に取
り組んだパ
ネルを展示
します。

第50回ADB年次総会

横浜開催 記念パネル展
【日時】 4月18日（火）～5月14日（日）
【会場】 中央図書館1階展示コーナー

（西区老松町１）

　世界各地で撮影された写真を豊富に
使った、ADB50周年記念パネル展。ADB
の設立からこれまでの歩みや、アジアで
の支援の足跡を展示します。
　また、中央
図書館の蔵書
から、ADBや
国際協力・国
際援助に関す
る資料を紹介
します。

【日時】 4月22日（土）  12時30分～18時
【会場】 パシフィコ横浜会議センター

（西区みなとみらい1-1-1）

　新たな公民連携の取組として、欧米を
中心に広がりを見せている「社会的イン
パクト投資」。市でも、民間資金を活用し、
子どもの居場所づくりをテーマとしたモ
デル事業が始まっています。国内外の第
一線で活躍する
専門家を招いて、
社会課題解決に
向けた意見交換
を行います。

　アジアにおいて活躍の場を拡げて
いる日本の鉄道など、JICAや市の国
際協力事業やADBについてわかりや
すく学べる企画展示を行います。ま
た市内の小中学校で行われた「国際理
解講座」や区で行われた国際理解イベ
ントなどの成果を紹介します。
　3月18日にはアジアの音楽に触れるミニコンサートと、ゲーム
やクイズを楽しむステージイベントを開催します。また併設の
レストランでは、ベトナムのフォーなど、アジアンメニューを用
意しています。JICA横浜でアジアを感じてください。

浜銀総合研究所  海外ビジネス支援部  
　 225-2391　　 225-2196

政策局男女共同参画推進課　　 671-4479　　 663-3431

つづきMYプラザ
　 914-7171　　 914-7172

神奈川県警察本部　　 211-1212

中央図書館
　 262-7336　　 262-0054

政策局共創推進課
　 671-4397　　 664-3501

横浜トリエンナーレ組織委員会　
　 663-7232　　 681-7606

浜銀総合研究所 検 索

ヨコトリ 検 索

【企画展示】 　  JICAプラザよこはま　　 222-7161　　 222-7162
【ステージイベント】 　   文化観光局MICE振興課

　   671-3409　　 663-0105

ソーシャルインパクト・
フォーラム  ヨコハマ

ADB中尾武彦総裁

イメージ

過去のフォーラムの様子
昨年の様子

ゴールデンウィーク中の警備・交通規制にご協力を!! 開催に伴い、5月4日（祝）～7日（日）までの間、みなとみらい21地区で警戒警備や一時的な交通規制が行われます。当該地区への自動車の乗り入れを
控え、交通渋滞緩和にご協力をお願いします。

会場イメージ

　タイを代表する現代アーティストが文化を語ります。

【日時】 3月22日（水）  14時～16時25分
【会場】 はまぎんホール（西区みなとみらい3-1-1）
【申込】 3月21日までにホームページで申込用紙をダウンロードし、
　　　 必要事項を記入の上FAXで（先着順）

入場無料

広報よこはま平成29年3月号
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PR Leaflets

　第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会に向けて、アジ
ア・太平洋の国・地域やADBの取組について市民の皆様に
関心を深めていただけるよう、リーフレット(子供向け・
一般向け)と関連イベントガイドを作成しました。

広報用リーフレット

１	 子供向けリーフレット
	 内　　容：	アジア・太平洋の国・地域やADBについて

地図と写真で紹介しました。
	 仕　　様：A3二つ折り
	 配　　布：	横浜市立小学校(４年生～6年生)・中学校、

関連イベント会場など
	 発行部数：202,000部

２	 一般向けリーフレット
	 内　　容：	ADBの取組や、横浜市が関わるアジアでの

インフラ開発支援等を紹介しました。
	 仕　　様：A3二つ折り
	 配　　布：	市内を中心とした各大学、市立図書館、関

連セミナー会場など
	 発行部数：20,000部

３	 関連イベントガイド
	 内　　容：	「観る」「聴く」「味わう」「学ぶ」の目的別に

アジアに関わる関連イベントを紹介しま
した。

	 仕　　様：A3二つ折り
	 配　　布：	各区役所、市民情報室、市立図書館、関連

イベント会場など
	 発行部数：9,000部

＊内容

子供向けリーフレット

一般向けリーフレット

関連イベントガイド
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広報・PRの取組

PR Panels and Posters,etc.

広報物

　第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会の周知とアジ
ア・太平洋地域やADBの取組について、市民に理解を深め
てもらうため、パネルなどの広報物を作成し、関連イベン
ト等で活用しました。

１	 パネル
　(1)	 アジアの国・地域紹介パネル
	 	 仕様：A1サイズ　２枚組
　(2)	 ADBの取組紹介パネル
	 	 仕様：A1サイズ　２枚組

２	 ポスター
	 配布先：	関連イベント会場、市内大学、横浜銀行、	 	

みずほ銀行、三菱東京UFJ銀行、他県内金融
機関、市内公共施設

	 仕　様：B1、B2、B3、A3

３	 のぼり旗
	 配布先：市内関連イベント等にて活用
	 仕　様：600×1800mm

４	 クリアホルダー
	 配布先：	市内関連イベント及びセミナー、	 	

年次総会参加者
	 仕　様：A4サイズ　片面カラー

＊内容

クリアホルダー

のぼり旗

アジアの国・地域紹介パネル ADBの取組紹介パネル
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Welcome Banners and Flags, etc.

　市内における会議開催の機運を高め、各国・地域からの
来訪者へのおもてなしとして、ロゴを基調とした統一デザ
インのバナーや看板を作成し、まちを装飾しました。

まちの装飾

１	 みなとみらい地区
	 期　間：平成29年４月７日(金)～５月７日(日)
	 内　容：
	 【懸垂幕】クロスゲート
	 【横断幕】動く歩道入口
	 	【バナーフラッグ】桜木町駅前広場、動く歩道、クイー

ンモール２階、みなとみらい駅改札、国際大通り、け
やき通り、クイーンモール橋、プラザデッキ

	 【ポスター】	みなとみらい駅	 	
(階段集中張り・ツインボード)

２	 市庁舎周辺
	 期　間：平成29年４月20日(木)～５月７日(日)
	 内　容：駅前懸垂幕、駅前大看板、横断幕

３	 羽田空港
	 期　間：平成29年４月16日(日)～５月７日(日)
	 内　容：ロビーの懸垂幕

＊内容

みなとみらい地区 MM線階段集中貼り

羽田空港

市庁舎周辺




